
社会資本総合整備計画

事後評価

令和４年３月

愛知県春日井市



令和 　２年 　３月 

　平成26年度　～　平成30年度 　春日井市

50% 100%

　春日井市では、東海地震の発生が危惧されている中、主要な橋りょうで耐震化が必要な52橋のうち平成25年度までに48橋を終え、残りの４橋については平成28年度までに101号線外１路線の
橋りょうの架け替えを行う。また、橋長15m未満の幹線道路や避難路の架かる重要な橋の耐震化を平成30年までに13橋を行う。橋梁長寿命化は平成25年度までに325橋の点検計画策定を終え、
平成26年より優先順に修繕を実施していく。また、春日井市の幹線道路は、121路線、139kmが位置づけされ、生活道路と一体となって道路網を形成しているが、舗装劣化の進行などにより舗装
修繕が大きな課題となってきた。そこで平成21年度から平成30年度までの10年間に93路線、62.6km（45.0%）、457,000㎡の舗装整備を実施する幹線道路中期整備計画を策定した。このなかで、
平成25年度までに23.4km、147,300㎡を終え、平成30年度までに267,300㎡を舗装整備し、橋りょうの耐震化と併せ、既存の道路機能を維持し、安全・安心な道路ネットワークを確保することを目
標とする。

①　優先的に耐震対策を実施すべき橋りょうに対する対策率を向上させる。
②　優先的に舗装修繕を実施すべき道路に対する対策率を向上させる。
③　優先的に長寿命化修繕を実施すべき橋梁に対する対策率を向上させる。

① 優先的に耐震対策が必要な橋りょうに対する対策率を算出する。
　　　対策率　＝　対策実施済み箇所　／　優先的に耐震対策が必要な橋りょう
② 優先的に舗装修繕が必要な道路に対する対策率を算出する。
　　　対策率　＝　対策実施済み箇所　／　優先的に舗装修繕が必要な道路
③ 優先的に長寿命化修繕が必要な橋梁に対する対策率を算出する。
　　　対策率　＝　対策実施済み箇所　／　優先的に長寿命化修繕が必要な橋梁
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最終目標値
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社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
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計画の目標

Ｃ

　　計画の成果目標（定量的指標）
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0 百万円 
効果促進事業費の割合

17% 35%0％

32%

0%

　８　主要な橋りょうの耐震性能向上と幹線道路の劣化した舗装の修繕を図る道路整備

2,028 百万円 Ａ Ｂ 0 百万円 全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） Ｃ／（Ａ+Ｂ+Ｃ）
2030



事　後　評　価

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

令和３年度

春日井市のホームページで公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　地方道路整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路

種別 種別 対象 間接 種別 H26 H27 H28 H29 H30

8 -A1 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 修繕 (１)１０１号線（天王橋）外１路線 橋梁耐震　N=2橋 架替 春日井市 184
8 -A2 街路 一般 春日井市 直接 市町村道 修繕 (１)１０４号線　外５８路線 舗装補修　A=120,000㎡ 春日井市 480 策定済
8 -A3 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 交安 春日井市春日井駅前地区(１)１３０号線 歩道(段差改善)　N=8箇所 春日井市 5
8 -A4 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 交安 (１)１３９号線外１５路線 カラー舗装　L=140mL=300ｍ 春日井市 10
8 -A5 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 修繕 橋梁修繕 N=32橋 上部補修 春日井市 1,120 策定済
8 -A6 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 修繕 耐震補強 N=13橋 落橋防止等春日井市 114
8 -A7 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 計画・調査 橋梁点検・計画 春日井市 95
8 -A7 道路 一般 春日井市 直接 市町村道 計画・調査 舗装点検・計画 春日井市 20

小計（道路事業） 2,028

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

備考
全体事業費
（百万円）市町村名

要素となる事業名

（事業箇所）
事業者

省略
工種

番号 要素となる事業名 市町村名
全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業内容

個別施設計画
策定状況

事業内容

事業実施期間（年度）

（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

事業者
事業内容

要素となる事業名

交付対象事業

公表の方法

番号

事業に関わる関係課による庁内の横断的な組織で検討会議を開催し、事後評価を実施した。

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

点検及び計画策定　L=141km

(２)２１９号線外３１路線
（他）3112号線(西行橋)外12路線

点検及び計画策定　N=325橋

市町村名

事業者 省略工種



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 35 ％
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 35 ％

最終目標値 53 ％
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 53 ％

最終目標値 100 ％
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 6 ％

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

指標③
（優先的に長寿
命化修繕を実施
すべき橋梁にに
対する対策率）

・主要な橋りょうの耐震化を行なったことにより、東海地震を含む大規模地震の発生時においても市の緊急輸送路の安全確保を図ることができた。
・春日井市の幹線道路の舗装整備を行なったことにより、既存の道路機能を維持し安全性が向上した。

引き続き整備計画に基づき舗装、橋梁等道路施設の維持管理や修繕を効率的かつ効果的に実施し、安全・安心な道路ネットワークを確保することを目標とする。

目標値を達成。

値の差については単独費にて施工。

目標値を達成。

指標①
（優先的に耐震
対策を実施すべ
き橋りょうに対
する対策率）

指標②
（優先的に舗装
修繕を実施すべ
き道路に対する
対策率）



（参考図面）活力創出基盤整備
計画の名称 ８　主要な橋りょうの耐震性能向上と幹線道路の劣化した舗装の修繕を図る道路整備
計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 　春日井市交付団体

（様式第８）
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